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“健康経営”の基本的な考え方

・役職員の健康は経営資源

・役職員の健康施策は経営戦略

・健康経営の推進は企業の発展に直結
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＜主な取組み＞

１．定期健康診断の充実

２．ストレスチェックの実施

３．受動喫煙防止・禁煙推奨

４．ワークライフバランス対策



（１）受診率100％

・本部にて全役職員の受診スケジュールを策定・管理

・受診日は「出勤日」扱

※43歳以上の希望者は1泊2日も可

（２）実効性の向上

・35歳以上の役職員には法定項目以外のオプション受診

も推奨（オプション費用の一部も会社負担）

・受診結果データは本部で一元管理、産業医・保健師と

連携し、受診後の再検査・治療を個別にフォロー
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⇒病気の早期発見・治療に効果

⇒傷病による休職者０名（R5.10.1現在）

１．定期健康診断の充実



（１）目的

メンタル不調の未然防止と職場環境の改善

（２）内容

80項目の設問をマークシートで回答

（３）活用

・受検率100％

・結果は直接本人宛に通知

・検査を確認し、希望者には医師等による面接指導を実施

・医師の意見により必要に応じ就業上の措置
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２．ストレスチェック

⇒メンタル不調による休業者０名（R5.10.1現在）



３．受動喫煙防止・禁煙推奨

（１）全店舗の喫煙場所・灰皿を撤去

（２）職員の就業時間中の喫煙は禁止

（参考）喫煙率の経年推移

⇒職場環境の改善

⇒喫煙率の低減
6



４．ワークライフバランス対策

「19時以降の残業の原則禁止」をルール化

※特認は部店長から人事部長への事前申請のみ

（業務内容、対象職員、予定・終了時刻）

⇒従業員の法定外労働月４５時間超過者0名
（管理監督者除く）

⇒メンタル不調による休業者０名（R5.10.1現在）
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Overtime Finished



・役職員の心身の健康管理・増進

・就業時間中の全面禁煙実施・喫煙率の低減

・長時間労働の抑制
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⇒休業・休職者の防止、働きやすい環境づくり

⇒業務効率の向上・労働生産性の向上
⇒仕事と家庭・余暇の両立

（まとめ）



金融を通じて地域社会の発展に貢献
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Corporate Philosophy



健康経営の推進
企業の持続的な成長・発展に貢献
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Thank you for your attention !
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